==================================================================　
**  日本学術会議ニュース・メール  **  　No.175  **  2008/10/31 **
==================================================================
 ◇ 我が国の未来を創る基礎研究の推進に関する会長談話
  　（−ノーベル物理学賞及び化学賞の受賞に関連して−）
 ◇ 報告「21世紀を豊かに生きるための『科学技術の智』」の公表
   （ご報告）
 ◇ 平成20年度　日米医学協力計画　市民公開講座「糖尿病・肝疾患・感
　　染症の現状と課題−日米医学協力計画の成果から−」の開催について
　　（ご案内）
 ◇ 第３回国家基幹技術「海洋地球観測探査システム」フォーラムの開催
    （ご案内）

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++

■----------------------------------------------------------------- 
　我が国の未来を創る基礎研究の推進に関する会長談話
  （−ノーベル物理学賞及び化学賞の受賞に関連して−）
------------------------------------------------------------------■

　2008年度のノーベル物理学賞及び同化学賞において、日本生まれの４人
の科学者が受賞されたことを心よりお祝い申し上げます。これらの研究が
いずれも30年以上も前に行われた純粋に基礎的な研究であることを認識し、
これを機会に中長期的な視点に立った基礎研究の推進の重要性について改
めて述べたいと思います。
　基礎研究の重要性に関しては、日本学術会議は、本年８月、「我が国の
未来を創る基礎研究の支援充実を目指して」（日本学術会議　科学者委員
会学術体制分科会）と題する提言をとりまとめました。今回の受賞は、様々
な意味で、この提言の内容とも密接に関連するものと考えますので、今一
度お読み下さることをお願いいたします。
　今回の受賞は、過去の多くの受賞者と同様に、30歳代という若い時代に
自由な発想に基づき知的創造活動を行える環境にあったことが重要な要素
となっております。すなわち、才能ある若手研究者が、よき師、よき仲間
とのコミュニケーションに支えられて、夢とチャレンジ精神をもって、思
う存分研究に没頭できる教育研究環境にあったことが大きな要因であると
考えられます。
　それに対して我が国の現状は、提言でも指摘しましたように、基礎研究
及びそれを担う大学・研究機関自体がその基本的な機能を果たす上でさえ
深刻な状況に直面しており、早急な対応を必要とする課題が多くあります。
加えて、若手研究者自身も、比較的短期間に成果を求められ、従って夢を
実現するべくチャレンジをしたいと思いつつ安全な道を選んでしまうこと
が少なくないと聞くにつけ、その現状が憂慮されます。
　基礎研究の推進に向けて抜本的な対策を講ずることは我が国にとって緊
急の課題であり、日本学術会議としては、提言で示した基礎研究の充実、
基盤的経費による大学・研究機関の支援の強化、創造性を育てる教育体制
の整備、若手研究者が夢を持って研究できる環境の整備等、基礎研究の支
援充実が早急かつ適切に実現されることを強く期待します。
　ノーベル賞受賞を契機に、国民の中で、30年～40年後の将来を見据えた
投資として基礎研究の重要性が広く理解され、我が国が真の文化国家とし
て、世界的な学術の発展及び人類の福祉の向上に貢献していくことを心か
ら希望します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年10月31日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本学術会議会長　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金　澤　一　郎

　参考：提言「我が国の未来を創る基礎研究の支援充実を目指して」
　（平成20年８月１日　日本学術会議 科学者委員会学術体制分科会）
　http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-20-t60-3.pdf


■----------------------------------------------------------------- 
　報告「21世紀を豊かに生きるための『科学技術の智』」の公表
 （ご報告） 
------------------------------------------------------------------■

　科学と社会委員会科学力増進分科会は、報告「21世紀を豊かに生きるた
めの『科学技術の智』」を公表いたしました。

　21世紀の日本の社会が真の意味で豊かであり続けるために、すべての日
本人が身につけるべき科学・数学・技術に関わる知識・技能・考え方を明
示することを目指して取り組んだ「科学技術の智」プロジェクトの活動の
成果をもとに、科学技術を支える智の在り方について検討を進め、今後ど
のように取り組んで行くべきかについての報告を行いました。

　提言全文は、日本学術会議ＨＰの以下のＵＲＬで御覧いただけます。 
　　http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/index.html
　
　【お問い合わせ先】 
　　日本学術会議事務局参事官（審議第二担当）付
　　Tel：03-3403-1056 Fax：03-3403-1640 E-mail：s253@scj.go.jp


■----------------------------------------------------------------- 
  平成20年度　日米医学協力計画　市民公開講座「糖尿病・肝疾患・感染
  症の現状と課題−日米医学協力計画の成果から−」の開催について
　（ご案内）
------------------------------------------------------------------■
　
　ジョンソン大統領と佐藤首相の合意で１９６５年にスタートした日米医
学協力計画の成果を中心に、今日的医学の課題である鳥インフルエンザ、
ＡＩＤＳ、肝炎などの感染症と糖尿病に関して、現状と課題を国民に報告
し、これらの疾病に対する国民の理解を深めることを目的として、上記シ
ンポジウムが開催されます。

　◆日　　時：平成20年11月15日（土）13:00～17:00
　◆場　　所：日本学術会議　講堂
　◆挨　　拶：「日米医学協力の概要」　
　　　　　　　　笹月　健彦（日本側委員長　国立国際医療センター名誉総長）
　　　　　　　「日米医学の過去・現在・未来」
　　　　　　　　アシュリー・ハース（米国側委員長　ミネソタ州立大学教授）
　◆演　　者：「日本人・アジア人糖尿病の特徴と予防のための生活の知恵」
　　　　　　　　清野　裕（関西電力病院　院長）
　　　　　　　　ほか　６名　　　

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。
　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/59-s-2-6.pdf

　【お問い合わせ先】 　
　　日米医学協力計画　市民公開講座係　Tel：03-5410-2468　


■----------------------------------------------------------------- 
  第３回国家基幹技術「海洋地球観測探査システム」フォーラムの開催
　（ご案内）
------------------------------------------------------------------■

　国家基幹技術「海洋地球観測探査システム」は、衛星による全球的な観
測・監視技術と深海底下までをカバーする海洋探査技術により得られる各
種データを有機的に統合し、社会的・科学的に有用な情報に変換して提供
するシステムの構築を目指しています。本システムを構築し、利活用する
ことにより、我が国の地球環境観測、災害監視、資源探査などに貢献する
ことが期待されています。本システムの構築にあたっては、様々なユーザ
ーが必要とする情報が何かを把握するとともに、提供される情報がどのよ
うに利活用され、社会還元されるかを常に念頭に置きつつ、研究開発を推
進することが重要となります。
　第３回にあたる本年度は、北海道洞爺湖サミットでも議題とされ、地球
規模の課題として重要性が高まっている気候変動問題について、その影響
評価を実施する機関などとの意見交換を通じて、海洋地球観測探査システ
ムに対するニーズの把握を行い、関係機関間の更なる連携を図ることとし
ています。
　是非とも、本システムの発展のため、多数の方々にご参加いただければ
と思いますので、よろしくお願い申し上げます。

　◆日　　時：平成20年11月28日（金）13:00～17:00
　◆場　　所：東京大学　鉄門講堂（定員280名）
　　　　      東京都文京区本郷7-3-1（東京大学医学部教育研究棟14階）
　◆主　　催：文部科学省、独立行政法人宇宙航空研究開発機構、独立行
　　　　　　　政法人海洋研究開発機構、東京大学
　◆プログラム：司会　瀧澤美奈子（科学ジャーナリスト）
　　(1) 来賓挨拶　相澤益男（内閣府総合科学技術会議有識者議員）
　　(2) 特別講演　小池勲夫（琉球大学監事）
　　(3) 国家基幹技術「海洋地球観測探査システム」について
　　　　　　　　　田中正朗（海洋地球観測探査システム推進本部長、
　　　　　　　　　　　　　　文部科学省大臣官房審議官）
　　(4) 研究開発実施主体からの概要説明
　　　・衛星観測監視技術　    堀川康（宇宙航空研究開発機構理事）
　　　・次世代海洋探査技術等　今脇資郎（海洋研究開発機構執行役）
　　　・データ統合・解析システム　小池俊雄（東京大学地球観測データ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　統融合連携研究機構長、教授）
　　(5) 利用者からの期待について
　　　　藤谷徳之助（地球温暖化観測推進事務局長）
　　　　大谷敏郎（農林水産省農林水産技術会議事務局研究開発官（環境）
　　　　　　　　　室研究調整官）
　　　　尾澤卓思（国土交通省河川局河川計画課河川計画調整室長）
　　　　渡邊朝生（独立行政法人水産総合研究センター中央水産研究所海
　　　　　　　　　洋データ解析センター長）
　　(6) パネルディスカッション
　　　　モデレーター　　安岡善文（独立行政法人国立環境研究所理事）
　　　　パネリスト　　　講演者一同

　◆参加登録：参加費無料。以下のホームページからお申し込みください。
　　http://www.prime-intl.co.jp/forum3/
　　10月31日（金）より受付開始。定員に達し次第、受付締め切り。

　＜ご注意点＞
　※東京大学本郷キャンパスは広いので、時間の余裕をみてお出でください。
　※駐車場の用意がありません、公共交通機関をご利用頂きご来場ください。
　※会場内は飲食禁止・禁煙です。
　※地図・交通機関に係わる情報は以下のＵＲＬをご覧ください。
　　http://www.prime-intl.co.jp/forum3/access.html

　【お問い合わせ先】
　　文部科学省 研究開発局 海洋地球課 地球・環境科学技術推進室
　　Tel：03−5253−4111 Fax：03-6734-4147
　　E-mail：kankyou@mext.go.jp


********************************************************************
　　　　　　学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから
　　http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/2008-10.html
********************************************************************
　  日本学術会議ニュースメールは転載は自由ですので、関係団体の学術
  誌等への転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多く
  の方にお読みいただけるようにお取り計らいください。
　  また、メールアドレスの変更等がありましたら、事務局
　（p227@scj.go.jp）まで御一報いただければ幸いです。
====================================================================
　発行：日本学術会議事務局　http://www.scj.go.jp/
  　　　　〒106-8555  東京都港区六本木7-22-34　　
